
新
島
先
生
旧
邸

相
国
寺
門
前
の
薩
摩
屋
敷
跡
に
最
初
の
学
舎
第
一
寮
第
二
寮
お
よ
び
食
堂
が
建
六

の
は
、
明
治
九
年
九
月
、
位
置
は
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
学
舎
1

以
後
ほ
ぽ
毎
年
一
棟
ず
っ
新
築
さ
れ
、
西
方
に
む
か
っ
て
建
ち
並
ん
だ
。

新
島
襄
が
私
邸
を
建
て
た
の
は
、
明
治
十
一
年
で
あ
る
。
場
所
は
上
京
区
寺
町
通
丸
太

そ
れ
ま
で
の
仮
寓
、
新
鳥
丸
頭
町
四

町
上
ル
松
蔭
町
一
四
0
番
地
。
同
年
九
月
九
日
に
、

十
番
地
か
ら
新
居
に
移
っ
て
い
る
。
そ
の
年
の
五
月
一
日
に
新
築
届
を
上
京
区
の
戸
長
ι

提
出
し
て
い
る
か
ら
、
約
四
力
月
の
工
事
で
あ
る
。

当
初
の
敷
地
は
九
0
三
坪
(
英
学
校
を
開
校
し
た
旧
高
松
邸
跡
)
、
建
築
資
金
は
新
島
の

ボ
ス
ト
ン
の
友
人
J
.
M
.
シ
ア
ー
ズ
の
寄
付
で
あ
る
。
木
造
二
階
建
て
の
寄
棟
造
り
で
、

一
階
六
十
五
・
七
三
坪
、
二
階
四
十
二
.

内
部
は
だ
い
た
い
田
の
字
型
の
間
取
り
で
あ
る

一
七
坪
)
。
設
計
者
、
施
工
者
と
も
に
不
明

七
八
坪
(
他
に
両
親
の
た
め
の
家
屋
二
十
七
.

だ
が
、
宣
教
医
W
 
.
テ
ィ
ラ
ー
の
助
言
で
床
を
高
く
し
、
ま
た
格
子
の
欄
ル
を
設
ι
る
ナ
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ど
し
て
通
風
を
よ
く
し
た
り
、

陽
当
た
り
の
よ
い
南
面
を
幅
広
く
し
た
べ
ラ
ン
ダ
を
三
方

に
め
ぐ
ら
す
な
ど
し
た
と
い
う
(
新
島
八
重
談
、
田
中
良
一
筆
記
)
0
 
相
国
寺
5
前
の
学
舎

に
せ
よ
私
邸
に
せ
よ
、

テ
ィ
ラ
ー
ら
外
国
人
教
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の

は
事
実
の
よ
う
だ
が
、
私
邸
に
関
し
て
は
新
島
お
よ
び
八
重
夫
人
の
希
望
や
ア
イ
デ
ア
も
、

当
然
な
が
ら
は
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

質
素
な
材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
、
新
島
の
意

思
に
よ
る
こ
と
だ
ろ
う
0

氏
名
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
大
工
の
棟
梁
は
日
本
人
で
あ
り
、
伝
統
的
な
Π
風
民
家
の

技
法
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
建
築
史
家
の
近
藤
豊
氏
は

「
こ
の
建
築
に
お
い
て
は
在
来
和

風
住
宅
手
法
の
中
に
洋
風
が
い
か
な
る
形
で
入
っ
て
い
る
か
に

味
が
も
た
れ
る
。
第
一

に
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
を
と
り
な
が
ら
総
て
真
壁
造
り
で
あ
る
」
(
『
河
治
刀
期
の

擬
洋
風
建
築
の
研
究
』
)
と
書
い
て
い
る
。
和
洋
折
衷
と
い
う
よ
り
、

和
に
洋
を
と
り
こ
ん

だ
の
で
あ
る
。
板
張
り
の
洋
式
ト
イ
レ
な
ど
そ
の
典
型
で
、
な
ん
と
な
く
ほ
ほ
え
ま
し
:

「
民
間
の
大
工
棟
梁
た
ち
が
、
見
よ
う
見
真
似
で
西
欧
建
築
を
学
習
し
、

民
間
の
建
築
に
応

用
L
(
村
松
貞
次
郎
『
日
本
近
代
建
築
の
歴
史
』
)
す
る
擬
洋
風
の
系
譜
の
、
京
都
に
お
け

る
源
流
だ
と
い
っ
て
ょ
い
。

造
り
は
そ
う
だ
が
、
新
島
夫
妻
の
住
み
方
が
洋
風
で
ハ
イ
カ
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
と
さ
ら
説
明
の
要
も
あ
る
ま
い
。
新
島
在
世
中
、
畳
敷
き
の
部
屋
は
二
階
の
一

間
だ
け
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
四
年
十
一
月
に
、
療
養
し
て
t
同
志



社
教
員
山
崎
為
徳
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
そ
の
畳
敷
き
の
部
屋
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

こ
の
私
邸
は
、
同
じ
シ
ア
ー
ズ
の
寄
付
で
第
二
公
会
の
会
堂
が
建
築
さ
れ
る
ま
で
(
明

治
十
四
年
九
月
、
現
洛
陽
教
会
の
位
置
)
第
二
公
会
の
集
会
場
と
な
り
、
そ
の
後
も
日
曜

学
校
に
開
放
さ
れ
た
。
ま
た
同
志
社
生
徒
に
は
書
斎
の
蔵
書
の
利
用
が
許
さ
れ
、
大
学
設

立
事
務
所
に
も
こ
の
住
居
が
当
て
ら
れ
た
。
新
島
は
そ
の
門
戸
を
、
同
志
社
の
た
め
じ
広

く
開
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
応
接
間
と
書
斎
は
ほ
ぽ
往
時
の
ま
ま
だ
と
い
わ
れ
て
ぃ
る

明
治
四
十
年
に
、
八
重
夫
人
は
建
物
と
敷
地
を
同
志
社
へ
寄
付
さ
れ
、
同
志
社
は
夫
人

に
年
金
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
五
月
に
は
、
「
大
学
を
休
講
し
新

島
邸
に
赴
い
て
遺
品
を
見
学
す
る
」
と
い
っ
発
事
が
『
同
志
社
時
報
』
に
み
ぇ
る
。
遺

邸
を
訪
ね
て
新
島
襄
を
し
の
ぶ
教
職
員
、
学
生
生
徒
は
、
以
後
あ
と
を
断
っ
こ
と
が
な
い

今
日
で
は
、
た
ん
に
同
志
社
人
だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

建
築
後
百
十
年
を
越
え
た
旧
邸
は
老
朽
化
が
進
み
、
京
都
市
文
化
財
の
指
定
を
受
1
て

年
を
か
け
て
傷
み
具
合
を
調
査
し
た
。
速
や
か

ぼ
ま

い
る
関
係
で
、
京
都
市
が
先
年
、

な
改
修
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。



旧
第
二
寮

新
島
襄
の
校
務
日
録
「
同
志
社
記
事
」
明
治
九
年
七
月
二
十
二
日
の
項
に
、
「
同
志
士
学

校
上
棟
致
ス
L
 
と
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
寮
第
二
・
寮
お
よ
び
食
堂
の
三
棟
で
、
同
年
九
月

十
八
日
に
第
二
寮
階
広
間
で
、
そ
の
献
堂
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
挙
上
洛
し
こ
焦
本

洋
学
校
生
徒
の
歓
迎
会
も
、
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
0

こ
れ
ら
の
建
物
の
完
成
と
そ
の
献

堂
式
は
、
「
真
の
同
志
社
の
開
校
L
 
(
D
 
・
 
W
 
・
一
フ
ー
ネ
ツ
ド
『
回
三
録
)
で
あ
っ
こ
と
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
回
顧
し
て
語
る
の
も
領
け
る
。
同
志
社
は
そ
れ
ま
で
借
家
住
い
で
あ
り
、

生
徒
数
も
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
新
学
年
の
開
始
は
、
九
月
で
あ
っ
,
、
0

三
棟
の
位
置
は
、
い
ま
の
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
あ
た
り
で
あ
り
、

校
門
は
同
館
東
側
に

相
国
寺
門
前
通
り
に
面
し
て
開
か
れ
、
通
り
を
隔
て
て
、

同
じ
年
に
新
島
が
個
人
名
義
で

購
入
し
た
聖
書
の
教
場
「
一
一
干
番
L
 
教
室
が
あ
っ
た
0

と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
薯
『
新
島
襄
の
生
涯
』
(
北
垣
宗
治
訳
)
に
ょ
る
と
、
ア
メ

リ
カ
ン
.
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
団
は
、
聖
書
の
授
業
が
で
き
な
い
よ
う
な
学
校
の
設
立
に
は
、



こ
れ
を
放
棄
し
て
、
よ
り
自
由
な
土
地
へ

当
然
な
が
ら
、
批
判
的
で
あ
っ
た
ど
こ
ろ
か
、

学
校
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
さ
え
あ
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
校
舎
建

築
の
議
に
つ
い
て
は
「
ま
こ
と
に
乗
り
気
の
し
な
い
投
票
」
が
な
さ
れ
た
彼
ら
ー
1
 
建

つ
よ
い
疑
念
も
あ
り
、
京
都
府
庁
は

物
の
建
設
に
政
府
の
器
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
」

お
そ
ら
く
許
可
し
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
が
働
い
て
投
票
し
た
の
で
あ
る
そ
の
絶
果

は
、
全
員
が
建
築
可
で
あ
っ
た
。

宣
教
師
た
ち
の
見
込
み
に
反
し
て
、
京
都
府
が
新
島
の
新
築
届
を
受
理
し
六
の
ー
、
正

課
で
は
聖
書
の
授
業
は
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
、
新
島
が
い
れ
て
ぃ
た
か
ら
で
あ
六

そ
の
よ
う
に
し
て
や
っ
と
実
現
に
漕
ぎ
つ
け
た

ろ
う
。
相
国
寺
門
前
の
桑
畑
の
一
隅
に
、

洋
風
の
木
造
校
舎
が
、
同
志
社
最
初
の
校
舎
に
な
っ
た
。
宣
教
医
の
W
.
テ
ィ
ラ
ー
が
建

築
指
導
に
当
っ
た
と
い
う
。

ー
デ
ィ
ー
夫
妻
宛
の
手
紙
の
な
か
で
新
島
は
、
そ

校
舎
完
成
の
喜
び
を
伝
え
た
A

.

ノ

が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
先
の
ラ

の
二
棟
に
は
「
教
室
と
学
生
の
起
居
す
る
二
十
四
室
L

ー
ネ
ツ
ド
の
『
回
想
録
』
に
は
、
「
学
校
に
は
四
十
七
人
の
寄
宿
生
が
あ
っ
た
し
と
あ
る
か

は
、
完
成
と
同
時
に
満
員
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る

ら
、
二
階
の
居
室
(
一
階
は
教
室
)

も
ち
ろ
ん
二
人
な
い
し
三
人
相
部
屋
で
あ
っ
た

同
志
社
最
初
の
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
明
治
二
十
五
年
に
ク
ラ
ー
ク
神
学
館
を
建
築
す
る

こ
と
に
な
っ
て
第
二
寮
は
「
中
学
の
寄
宿
舎
の
後
」
(
「
ラ
ー
ネ
ッ
ド
『
回
ホ
録
』
)
つ
ま
り



兀
北
寮
へ
移
し
た
が
、

て
い
た
。

『
同
志
社
明
治
一
十
六
年
度
報
告
に
、
「
女
学
校
寄
宿
舎
狭
艦
を
覚
へ
一
兀
予
備
校
構
内

(
北
寮
現
.
大
学
会
館
の
位
置
)
第
寮
を
移
築
す
し
と
あ
る
。
こ
れ
ξ
元
の
第
二
寮
で

あ
る
。
第
一
回
卒
業
式
や
新
島
の
自
責
打
掌
が
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
建
物
で
あ
り
、
幸

い
使
用
に
耐
え
う
る
状
態
だ
っ
た
か
ら
(
西
寮
へ
移
し
た
第
一
寮
は
、
す
で
に
風
雨
に
よ

つ
て
傷
ん
で
い
た
)
、
明
治
三
十
六
年
末
に
女
学
校
へ
移
し
て
若
干
改
修
し
、
「
新
島
館

と
命
名
し
て
一
階
は
普
通
教
室
と
音
楽
教
室
に
、
二
階
は
英
文
科
生
の
寄
宿
舎
に
な
っ
こ
0

昭
和
四
十
七
年
二
月
、
新
島
館
は
女
子
大
学
の
新
館
建
築
の
た
め
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
田
辺
校
地
へ
移
築
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
爰
、
隣
接
の
也
に
、
昭
口

五
十
五
年
四
月
同
志
社
国
際
高
等
学
校
が
開
校
し
、
さ
ら
に
六
十
三
年
四
月
に
は
国
際
中

学
校
が
併
設
さ
れ
、
同
校
の
体
育
館
を
建
設
す
る
た
め
、
旧
第
二
寮
は
解
体
さ
れ
こ
0

解
体
し
た
木
材
な
ど
は
、
国
際
中
高
の
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
の
一
角
に
積
み
上
げ
ら
れ
こ

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
同
志
社
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
歴
史
的
な
建
築
物
な
の
で
、

日
も
早
い
再
建
が
待
た
れ
て
い
る
。

そ
の
後
同
志
社
の
生
徒
は
激
減
し
、
長
く
無
人
の
状
態
に
置
か
れ


